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海
外
子
会
社
に
よ
る
再
投
資
の
法
律
問
題

｜
｜
投
資
保
険
法
上
の
適
格
性
を
中
心
に
ー
ー

棲

井

雅

夫

一
問
題
の
所
在

こ
わ
が
国
立
法
に
お
け
る
子
会
社
と
孫
会
社

三
わ
が
国
企
業
の
孫
会
社
投
資

四
海
外
子
会
社
に
よ
る
投
資
の
付
保
適
格

五
今
後
の
検
討
課
題

問
題
の
所
在

一
九
五
一
年
か
ら
始
ま
っ
た
戦
後
わ
が
国
企
業
の
海
外
直
接
投
資
は
、
す
で
に
四
半
世
紀
を
経
た
。

八
二
年
三
月
末
の
累
計
許
可
・

届
出
額
は
、
四
五
四
億
ド
ル
を
超
え
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
数
字
は
外
国
為
替
管
理
法
の
規
定
に
従
っ
て
許
可
を
取
得
し
又

は
事
前
届
出
を
行
な
っ
た
も
の
だ
け
で
あ
り
、
例
え
ば
わ
が
国
企
業
が
設
立
し
た
現
地
法
人
が
当
該
現
地
法
人
所
在
地
国
又
は
第
三
国

で
行
な
っ
た
再
投
資
（
孫
会
社
設
立
、
現
地
法
人
の
増
資
・
社
債
発
行
、
現
地
法
人
へ
の
貸
付
）
の
数
字
を
含
ん
で
い
な
い
。

旧
外
国
為
替
管
理
法
に
お
い
て
は
、
投
資
許
可
の
条
件
と
し
て
わ
が
国
へ
の
債
権
回
収
を
義
務
づ
け
て
い
た
＠
こ
の
た
め
、
現
地
法99 



人
の
利
益
が
何
ら
か
の
理
由
に
基
づ
い
て
わ
が
国
に
送
金
さ
れ
ず
に
現
地
法
人
所
在
地
国
文
は
第
三
国
で
の
再
投
資
に
振
り
向
け
ら
れ

る
場
合
に
は
、
わ
が
国
政
府
の
事
前
許
可
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
わ
が
国
政
府
は
、
現
地
法
人
が
設
立
す

100 

る
孫
会
社
の
概
要
に
つ
い
て
も
か
な
り
の
程
度
ま
で
知
り
得
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
行
法
で
は
そ
の
規
制
が
な
い
た
め
に
、
現
地
法
人
が
所
在
地
国
又
は
第
三
国
に
孫
会
社
を
設
立
し
て
い
る
か
否

か
に
つ
い
て
、
わ
が
国
政
府
が
自
動
的
に
知
り
得
る
よ
う
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
わ
が
国
企
業
の
海
外
投
資
が
ま
す
ま
す
複
雑
多
様
に
展
開
さ
れ
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
問
題
が
生

じ
て
い
る
。
第
一
に
、
現
地
法
人
が
孫
会
社
を
設
立
す
る
の
は
当
該
会
社
の
自
由
で
あ
る
が
、
孫
会
社
又
は
当
該
孫
会
社
へ
の
投
資
者

た
る
現
地
法
人
に
対
し
て
孫
会
社
所
在
地
国
等
か
ら
権
利
侵
害
が
な
さ
れ
た
場
合
に
、
わ
が
国
は
孫
会
社
所
在
地
国
に
対
し
て
当
該
孫

会
社
（
又
は
当
該
孫
会
社
で
の
わ
が
国
投
資
の
権
益
）
に
救
済
を
与
え
る
よ
う
に
、
外
交
的
手
段
を
通
じ
て
請
求
す
る
当
事
者
適
格
を
有
す

る
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

第
二
は
、
輸
出
保
険
法
上
の
投
資
保
険
者
た
る
わ
が
国
通
商
産
業
大
臣
が
右
孫
会
社
へ
の
投
資
者
た
る
現
地
法
人
に
対
し
て
被
保
険

者
と
し
て
の
適
格
性
を
認
め
る
か
否
か
は
通
産
大
臣
の
法
律
解
釈
に
委
ね
ら
れ
る
が
、
通
産
大
臣
は
、
引
き
受
け
た
場
合
に
孫
会
社
に

お
け
る
非
常
危
険
（
戦
争
、
収
用
、
送
金
不
能
）
等
に
よ
る
損
失
に
対
し
て
保
険
金
を
支
払
っ
た
と
き
は
、通
産
大
臣
は
孫
会
社
所
在
地

固
に
対
し
て
現
地
法
人
に
代
わ
っ
て
求
償
代
位
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

本
稿
三
で
み
る
よ
う
に
わ
が
国
企
業
の
海
外
事
業
活
動
の
な
か
で
孫
会
社
の
設
立
が
増
加
し
て
き
た
た
め
、
先
発
投
資
国
た
る
欧
米

諸
国
が
数
十
年
前
か
ら
経
験
し
て
き
た
法
律
問
題
が
、

わ
が
国
で
少
し
ず
つ
現
実
味
を
帯
び
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

際
、
こ
う
し
た
欧
米
諸
国
の
先
例
等
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
右
の
二
つ
の
基
本
的
な
論
点
を
整
理
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
、
本

稿
に
お
い
て
は
、
現
地
法
人
に
よ
る
投
資
と
は
、
孫
会
社
へ
の
「
出
資
」
の
み
を
指
し
て
い
る
。



わ
が
国
立
法
に
お
け
る
子
会
社
と
孫
会
社

わ
が
国
の
法
令
で
は
、
親
会
社
、
子
会
社
及
び
孫
会
社
の
定
義
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
以
下
、い
く
つ
か
の
関
連
規
定
を
と
り
あ

げ
て
み
よ
う
。

1 

外
国
為
替
管
理
法

対
内
直
接
投
資
に
関
し
て
は
、
法
二
六
条
二
項
三
号
及
び
政
令
二
条
四
項
に
規
定
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
＠

O
パ
ー
セ
ン
ト
出
資
し
た
会
社
が
五
O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
一
O
O
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
出
資
し
た
会
社
を
設
立
す
る
と
、
前
者
が
子
会

外
国
投
資
家
が
一
O

社
、
後
者
が
孫
会
社
と
な
り
、
＠

外
国
投
資
家
が
五
O
パ
ー
セ
ン
ト
出
資
し
た
会
社
が
一
O
O
パ
ー
セ
ン
ト
出
資
し
て
会
社
を
設
立

海外子会社による再投資の法律問題（棲井）

す
る
と
、
前
者
が
子
会
社
、
後
者
が
孫
会
社
と
な
る
。
右
の
関
係
は
、
図
1

の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
た
、
対
内
直
接
投
資
に
お
け
る
外

資
に
よ
る
会
社
の
実
質
的
支
配
の
判
断
基
準
は
、
資
本
構
成
に
よ
る
も
の
と
人
的
構
成
に
よ
る
も
の
が
あ
る
。
ま
ず
、
資
本
構
成
に
よ

る
実
質
的
支
配
は
、
外
資
比
率
が
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
か
否
か
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
。
対
内
直
接
投
資
等
に
関
す
る
政
令
二
条
一
項

及
び
二
項
に
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
図

2

の
よ
う
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
、
人
的
構
成
に
よ
る
実
質
的
支
配
は
、
非

居
住
者
の
役
員
が
過
半
数
を
占
め
る
か
否
か
で
判
断
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
非
居
住
者
個
人
が
役
員
の
過
半
数
を
占
め
又
は
代
表
権
を

有
す
る
役
員
の
過
半
数
を
占
め
る
日
本
の
法
人
は
、
外
国
投
資
家
と
な
る
（
監
査
役
は
役
員
に
含
ま
れ
な
い
）
。

対
外
直
接
投
資
に
関
し
て
は
、
規
定
が
な
い
。
通
産
省
は
、
わ
が
国
企
業
の
海
外
事
業
活
動
を
調
査
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
孫
会
社

を
「
日
本
側
出
資
比
率
の
合
計
が
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
い
る
現
地
法
人
が
五O
パ
ー
セ
ン
ト
超
の
出
資
を
行
っ
て
い
る
外
国
法
101 

人
」
と
定
義
し
て
い
る
（
詳
し
く
は
、
本
稿

3

）
。



わが国への対内直接投資における株式の取得者と特別の関係にある法人等

〔 8 号〕

〔 7 号〕

〔 6 号〕

(4 号〕

取

〔 1 号〕

図 1

〔 2 号〕〔 3 号〕

2 

税

法

102 

法
人
税
法
は
、
外
国
税
額
の
間
接
控
除
に
当
た
っ
て
、
本
邦

法
人
が
現
地
法
人
の
発
行
済
株
式
の
総
数
若
し
く
は
出
資
金
額

の
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
株
式
若
し
く
は
出
資
又
は
議
決
権

の
あ
る
株
式
の
総
数
の
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
議
決
権
の
あ

る
株
式
を
有
す
る
場
合
に
は
、
本
邦
法
人
が
親
会
社
で
、
現
地

法
人
が
「
外
国
子
会
社
」
と
さ
れ
る
〈
法
六
九
条
四
項
、

こ
の
場
合
の
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
株
式
と

同
施
行

令
一
四
六
条
）
。

は
、
親
会
社
が
単
独
で
所
有
し
て
い
る
場
合
の
み
を
指
し
て
い

る
。

出所： r通産省公報』 1981年 3 月 27 日．

租
税
特
別
措
置
法
に
お
い
て
は
、
軽
課
税
国
乃
至
課
税
待
避

国
（
S
M
V
9
4
8
8
5

可
匂
）
に
あ
る
わ
が
国
企
業
の
「
特
定
外
国

子
会
社
」
の
定
義
を
行
な
っ
て
い
る
。
「
特
定
外
国
子
会
社
等
」

と
は
、
内
国
法
人
及
び
居
住
者
に
よ
っ
て
直
接
又
は
間
接
に
そ

の
発
行
済
株
式
の
総
数
又
は
出
資
金
額
の
五
O
パ
ー
セ
ン
ト
超

が
保
有
さ
れ
て
い
る
外
国
法
人
の
う
ち
、
タ
ッ
グ
ス
・
へ
イ
プ

γ
と
し
て
指
定
さ
れ
た
国
又
は
地
域
に
本
店
又
は
主
た
る
事
務



所
を
有
し
、
か
っ
そ
の
内
国
法
人
及
び
そ
の
向
族
株
主
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
内
国
法
人
の
直
接
間
接
の
株
式
保
有
割
合
が
一Oパ
ー
セ

ン
ト
以
上
で
あ
る
も
の
で
あ
る
（
法
六
六
条
の
六
、
一
項
、
二
項
）
。
こ
の
税
制
の
適
用
を
受
け
る
内
国
法
人
の
場
合
は
、
＠

法
人
が
五
O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
出
資
し
て
い
る
会
社
、
＠

海外子会社による再投資の法律問題（棲井）

外資による「実質支配」の判断基準

D社の外資比率

(0.5ﾗ0.2) +0.3+(0.7×0.2)=0.54~0.5 
よってD社は外国投資家となる。

（注） c社は直接の外資比率が50%未満なので、
D社の外資比率にカウントされない。

出所：図 l に同じ．

図 2

日
本

個
人
又
は

個
人
又
は
法
人
及
び
こ
れ
と
同
族
関
係
に
あ
る
右
＠
の
会
社
が
合
わ
せ
て

図 3

日

本

判定の対象となる外国法人（軽課税国所在） H 

本邦投資者がH社において保有する株式の比率は、

A(30%+100%ﾗ20%)+D( 5%)+E (100%×80%× 4%）＋甲（ 9%）＋乙（5%)=73% 

出所：五味雄治『海外進出の税務』より作成．
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商法上の資本関係

五
O
パ
ー
セ
ン
ト
ル
ド
一
出
資
し
て
い
る
会
社
で
あ
る
（
法
人
税
法
施
行
令
四
条
）
。
軽
課
税
国
等
に
所
在
す

104 

図 4

る
外
国
法
人
と
わ
が
国
の
居
住
者
及
び
内
国
法
人
と
の
資
本
関
係
は
、
図3
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の

場
合
、

F
、

G

及
び
H
が
「
外
国
関
係
会
社
」
、
B

及
び
F

が
「
子
会
社
」
、G
が
「
孫
会
社
」
H

B 

が
「
曽
孫
会
社
」
で
あ
る
が
、
租
税
特
別
措
置
法
上
、

子
会
社
と
な
る
。

B
、

F

及
び
G

は
子
会
社
で
、
H
が
特
定
外
国

3 

商

法

商
法
上
、
国
内
に
お
け
る
親
会
社
と
は
、
他
の
株
式
会
社
の
発
行
済
株
式
総
数
の
過
半
数
の
株
式
又

は
他
の
有
限
会
社
の
資
本
の
過
半
の
出
資
口
数
を
有
す
る
会
社
を
指
し
、
子
会
社
と
は
こ
の
場
合
に
お

な
わ
ち
親
会
社
及
び
子
会
社
双
方
で
、
又
は
子
会
社
が
単
独
で

け
る
他
の
株
式
会
社
又
は
有
限
会
社
で
あ
る
（
法
一
一
一
一
条
ノ
一
項
）
。

孫
会
社
、
す

さ
ら
に
、

他
の
株
式
会
社
の
発
行
済
株
式
総
数
の
過
半
数
の
株
式
又
は
他

の
有
限
会
社
の
資
本
の
過
半
の
出
資
口
数
を
有
す
る
場
合
に
お
け
る
、
他
の
株
式
会
社
又
は
有
限
会
社
、
も
子
会
社
と
み
な
さ
れ
る

（
同
三
項
）
（
図4
1

4 

連
結
財
務
諸
表
原
則

わ
が
国
の
「
連
結
財
務
諸
表
原
則
」
で
は
、
会
社
が
他
の
会
社
の
議
決
権
（
議
決
権
の
あ
る
株
式
又
は
出
資
）
の
過
半
数
を
実
質
的
に
所

有
す
る
場
合
に
限
っ
て
、
前
者
を
親
会
社
、
後
者
を
子
会
社
と
呼
ん
で
い
る
。
ま
た
、
親
会
社
及
び
子
会
社
の
双
方
又
は
子
会
社
が
、

他
の
会
社
の
議
決
権
の
過
半
数
を
実
質
的
に
所
有
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
会
社
も
子
会
社
と
み
な
さ
れ
る
（
原
則
三
ノ
一
ノ



2

）
。
前
述
の
商
法
上
の
概
念
と
異
な
る
点
は
、
連
結
原
則
が
合
資
会
社
を
も
含
む
点
で
あ
る
。
連
結
原
則
に
は
、
こ
の
ほ
か
「
関
連

会
社
」
と
い
う
概
念
が
あ
る
。
関
連
会
社
と
は
、
親
会
社
及
び
連
結
さ
れ
た
子
会
社
が
、
子
会
社
以
外
の
他
の
会
社
の
議
決
権
の
二

O

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
実
質
的
に
所
有
し
、
か
つ
人
事
、
資
金
、
技
術
、
取
引
等
の
関
係
を
通
じ
て
当
該
会
社
の
財
務
及
び
営
業
の
方
針

に
対
し
て
重
要
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
会
社
を
い
う
。
関
連
会
社
に
対
す
る
投
資
勘
定
に
は
、
原

則
と
し
て
持
分
法
が
適
用
さ
れ
る
（
原
則
三
の
五
の1
・

2
1

5 

若
干
の
整
理

以
上
の
諸
立
法
か
ら
共
通
点
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
問
題
を
検
討
し
て
い
く
前
提
と
し
て
次
の
よ
う
な
整
理
は
必
要
で

海外子会社による再投資の法律問題（棲井）

あ
る
か
も
し
れ
な
い
P

す
な
わ
ち
、
わ
が
国
居
住
法
人
が
、
現
地
法
人
の
発
行
済
議
決
権
公
募
株
式
又
は
出
資
金
の
一O
パ
ー
セ
ン
ト

以
上
を
取
得
す
る
場
合
は
「
対
外
直
接
投
資
」
で
あ
り
、
二
O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
取
得
し
現
地
法
人
の
財
務
及
び
営
業
に
重
要
な
影

響
を
与
え
る
場
合
が
「
関
連
会
社
」
投
資
、
ま
た
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
超
を
取
得
す
る
場
合
が
「
子
会
社
」
投
資
と
な
り
、
わ
が
国
居
住

法
人
が
「
親
会
社
」
と
な
る
。
当
該
子
会
社
が
五
O
パ
ー
セ
ン
ト
超
の
取
得
を
し
た
場
合
は
「
孫
会
社
」
投
資
と
な
る
が
、
こ
の
場
合

わ
が
国
居
住
法
人
及
び
子
会
社
が
孫
会
社
に
対
し
て
所
有
す
る
株
式
又
は
出
資
金
が
縦
列
的
連
鎖
関
係
に
あ
る
と
き
、
そ
の
比
率
を
累

次
乗
じ
て
合
算
し
た
比
率
は
、
或
る
特
定
の
問
題
（
例
え
ば
課
税
、
外
交
的
保
護
、
求
償
代
位
）
を
検
討
す
る
と
き
に
重
要
な
要
素
と
な
る

か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
、
発
展
途
上
国
に
四
九
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
の
出
資
で
合
弁
会
社
を
設
立
し
、
そ
の
あ
と
当
該
合
弁
会
社
が
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
超
で
孫
会
社
を
設
立
す
る
場
合
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
法
的
関
係
検
証
の
対
象
外
と
な
っ
て
し
ま
う
と
い

う
問
題
が
生
じ
る
。
間
接
所
有
を
み
る
と
、
定
義
内
の
親
会
社
は
五
一
%
×
五
一
%
H
二
六
・O
一
%
で
あ
り
、
他
方
、
定
義
外
の
親

105 

会
社
は
四
九
%
×
一
O
O
%
H
四
九
%
と
な
り
、
後
者
の
間
接
所
有
の
方
が
大
き
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
ケ

l

ス
と
外
交
的
保
護
権
が



及
ぶ
範
囲
と
の
関
係
等
が
重
要
に
な
る
。

（1
）
渡
辺
淑
夫
『
外
国
税
額
控
除
』
（
五
訂
版
）
同
文
館
、
一
九
八
二
年
、
二
二
三
頁
。

（2
）
五
味
雄
治
『
海
外
進
出
の
税
務
』
財
経
詳
報
社
、
一
九
八
三
年
、
三
七
五
頁
以
下
及
び
渡
辺
、
前
掲
書
、
一
七
九
頁
。

（3
）
詳
細
な
図
解
に
つ
い
て
は
、
竹
内
昭
夫
『
改
正
会
社
法
解
説
』
（
新
版
）
有
斐
閣
、
一
九
八
一
年
、
九
三
頁
。

（4
）
染
谷
恭
次
郎
『
体
系
連
結
財
務
諸
表
論
』
同
文
館
、
一
九
七
八
年
、
五
、
二
五O
頁
。
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わ
が
国
企
業
の
孫
会
社
投
資

1 

投
資
の
形
態

わ
が
国
企
業
に
よ
る
海
外
子
会
社
及
び
孫
会
社
投
資
の
主
な
形
態
は
、
図
5

の
と
お
り
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
こ
れ
ら
の
形
態
の
ニ

つ
又
は
そ
れ
以
上
の
組
合
せ
に
よ
っ
て
会
社
は
設
立
さ
れ
て
い
る
。
図
6

は
本
邦
A
社
（
大
手
商
社
）
の
実
例
で
あ
る
。

2 

投
資
の
動
機

動
機
は
各
企
業
の
経
営
方
針
に
も
よ
る
が
、
受
入
れ
国
の
法
令
上
止
む
を
得
な
い
場
合
も
少
な
く
な
い
。
主
な
動
機
と
し
て
は
、
次

の
三
つ
が
考
え
ら
れ
る

@ 

受
入
れ
国
の
外
資
法
等
に
よ
り
わ
が
国
企
業
か
ら
の
出
資
の
比
率
が
制
限
さ
れ
て
い
る
場
合
に
、
第
三
国
に
在
る
子
会
社
の
出

資
も
受
け
て
孫
会
社
を
設
立
し
、
実
質
的
な
出
資
と
経
営
の
支
配
を
得
る
。

⑤ 

受
入
れ
国
の
政
策
と
し
て
投
資
母
国
が
一
国
に
偏
ら
な
い
よ
う
に
設
定
さ
れ
た
母
国
別
投
資
受
入
枠
を
使
用
し
て
、
実
質
的
な

出
資
と
経
営
の
支
配
を
得
る
。



海外子会社による再投資の法律問題（棲井）

図 5 孫会社への出資形態

（形態 1)

「．．．．．』四一－－－， r’田ーー・』ー・・・・・1

i パートナー！ i パートナー i
i. －－~・・・・．．．．．．』 '-------------.J 

（形態 3)

（形態 5)

（形態 7)
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（形態 2)

（形態 4)

（形態 6)

外
国
B

（形態 8)



図 6

日

。

受
入
れ
国
の
国
際
収
支
上
の
困
難
に
よ
っ
て
在
日
親
会
社
へ
の
配
当
そ
の
他
の
送
金

108 

が
不
可
能
に
な
っ
た
場
合
に
、
当
該
資
金
を
孫
会
社
設
立
の
た
め
の
出
資
に
当
て
る
。

3 

孫
会
社
の
現
状

通
産
省
は
、
孫
会
社
を
「
日
本
側
出
資
比
率
の
合
計
が
五
O
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
い

る
現
地
法
人
が
五
O
パ
ー
セ
ン
ト
超
の
出
資
を
行
な
っ
て
い
る
外
国
法
人
」
と
定
義
し
、

そ
の
範
囲
で
毎
年
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
子
会
社
に
出
資
す
る
本
邦
企

業
は
複
数
で
よ
い
が
、
孫
会
社
に
出
資
す
る
子
会
社
は
一
社
に
限
定
し
、
本
邦
企
業
か
ら

直
接
の
資
本
が
孫
会
社
に
わ
ず
か
で
も
入
っ
て
い
る
も
の
は
、
調
査
の
対
象
と
な
っ
て
い

‘
、
、
。

中
ん
B
U
W

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
は
こ
の
通
産
省
の
調
査
以
外
に
手
掛
り
が
な
い
の
で
、
本

稿
で
は
こ
の
調
査
か
ら
発
展
途
上
国
向
け
孫
会
社
投
資
の
現
状
を
知
る
こ
と
と
し
た
い
。

4 

分

布

状

況

回
窓
口
を
寄
せ
た
孫
会
社
二
八
入
社
の
う
ち
、
発
展
途
上
国
（
こ
こ
で
は
‘
ア
ジ
ア
、
中
東
、

ア
フ
リ
カ
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
と
す
る
）
に
あ
る
も
の
は
八
四
社
（
二
九
%
）
と
な
っ
て
い
る
。ア
ジ
ア
で
は
、
日
本
側
出
資
比
率
五

O

パ
ー
セ
ン
ト
超
の
現
地
法
人
（
子
会
社
）
が
最
も
多
く
全
体
の
四
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
が
、
孫
会
社
は
三
入
社
（
一
一
ニ
パl
セ

ン
ト
）
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
製
造
業
孫
会
社
六
O
社
の
中
で
は
電
気
機
械
部
門
二
O
社
の
う
ち
、

ア
ジ
ア
七
社
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ

カ
が
三
社
と
な
っ
て
い
る
。
商
業
部
門
の
孫
会
社
一
六
六
社
の
う
ち
、
ア
ジ
ア
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
が
二
七
社
（
一
六
パ
ー
セ
ン
ト
）



と
な
っ
て
い
る
。

孫
会
社
の
本
社
企
業
、
現
地
法
人
と
の
業
種
関
係
を
み
る
と
、
商
業
（
本
社
）
↓
商
業
（
現
地
）
↓
商
業
（
孫
）
の
関
係
に
あ
る
も
の

が
六
六
社
（
四
O
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
占
め
て
い
る
が
、
発
展
途
上
国
は
入
社
（
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
す
ぎ
な
い
。
発
展
途
上
国
は
一
般
に
商

業
・
流
通
部
門
へ
の
外
国
投
資
を
歓
迎
し
な
い
こ
と
と
関
連
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
発
展
途
上
国
で
相
対
的
に
め
だ
つ
の
は
、
製
造

業
（
本
社
）
↓
製
造
業
（
現
地
）
↓
製
造
業
（
孫
）
の
関
係
に
あ
る
も
の
で
、
全
地
域
一
一
社
中
七
社
を
占
め
て
い
る
。

孫
会
社
数
別
の
現
地
法
人
の
分
布
を
み
る
と
、
現
地
法
人
三
、
五
八
七
社
の
う
ち
孫
会
社
を
も
つ
も
の
は
九
五
社
（
三
パ
ー
セ
ン
ト
）

に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
う
ち
孫
会
社
数
が
一
社
の
み
の
現
地
法
人
が
六
七
社
（
七
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
占
め
て
い
る
。

5 

出

資

状

況

海外子会社による再投資の法律問題（棲井）

孫
会
社
に
対
す
る
日
本
側
出
資
比
率
別
の
分
布
を
み
る
と
、
全
体
で
二
八
入
社
の
う
ち
二
三
三
社
（
八
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
が
日
本
側
の

一
O
O
パ
ー
セ
ン
ト
出
資
と
な
っ
て
お
り
、
製
造
業
で
は
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
日
本
側
の
一
O
O
パ
ー
セ
ン
ト
出
資
で
あ
る
。
こ
の
七

五
パ
ー
セ
ン
ト
と
比
較
す
る
と
、
製
造
業
で
は
全
額
日
本
側
出
資
の
現
地
法
人
す
な
わ
ち
子
会
社
が
五
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
か
な
り
少
な

く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
製
造
業
の
現
地
法
人
が
出
資
比
率
制
限
に
厳
し
い
発
展
途
上
地
域
に
数
多
く
分
布
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。資

本
参
加
時
期
に
つ
い
て
み
る
と
、

一
九
七
四
年
以
後
の
も
の
が
三
分
の
二
を
上
回
っ
て
お
り
、
製
造
業
が
六
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
商

業
が
六
九
バ
1

セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

五
九
年
以
前
の
も
の
は
、
商
業
の
二
社
に
す
ぎ
な
い
。
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6 

資
本
金
・
資
産
状
況
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孫
会
社
の
資
本
金
総
額
が
全
体
で
七
五
六
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
業
種
別
に
み
る
と
商
業
と
製
造
業
の
二
業
種
で
全
体
の
四
分
の
三

を
占
め
て
い
る
。
こ
の
製
造
業
の
中
で
は
輸
送
機
械
部
門
が
五
割
近
く
を
占
め
て
い
る
。
地
域
別
に
は
、

ア
ジ
ア
も
九
六
億
円
で
全
体

の
一
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
比
較
的
ウ
エ
イ
ト
が
高
い
。

孫
会
社
の
資
本
金
規
模
別
分
布
を
み
る
と
、
資
本
金
一
億
円
以
下
の
も
の
が
、

一
九
一
社
（
六
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
占
め
て
お
り
、
小

規
模
企
業
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
製
造
業
に
つ
い
て
は
、
資
本
金
一
億
円
超
の
も
の
が
三
三
社
（
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
）

と
比
較
的
大
規
模
な
企
業
が
多
い
。

四
三
一
億
円
で
、
製
造
業
が
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
そ
の
五
割
以
上
が
輸
送
機
械
部
円

で
あ
る
。
地
域
別
に
み
る
と
、
発
展
途
上
国
は
全
体
の
二
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

孫
会
社
の
総
資
産
総
額
は
全
体
で
七
、

（1
）
通
商
産
業
省
産
業
政
策
局
国
際
企
業
課
編
『
第
一O、
一
一
回
わ
が
国
企
業
の
海
外
事
業
活
動
』
東
洋
法
規
出
版
、
一
九
八
三
年
、
一
七
二
頁
以
下
。

（2
）
大
手
商
社
六
社
が
八
三
年
三
月
末
現
在
で
ま
と
め
た
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
六
社
の
子
会
社
に
よ
る
孫
会
社
投
資

は
、
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
四
二
社
、
ア
フ
リ
カ
四
四
社
の
な
か
に
は
、
夫
々
パ
ナ
マ
一
四
社
、
リ

ベ
リ
ア
四
二
社
が
入
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
便
宜
置
籍
船
国
を
除
け
ば
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
一
四
社
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
一

九
社
が
め
だ
っ
て
い
る
。

表
の
う
ち
、
I

は
、
本
邦
企
業
か
ら
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
出
資
し
て
い
る
在
外
子
会
社
が
、
当
該
子
会
社
所
在
地
国

内
外
に
出
資
し
て
い
る
孫
会
社
の
数
で
あ
り
（
図l
）
、E
は
、
＠
本
邦
企
業
か
ら
出
資
し
て
い
る
在
外
子
会
社
が
そ
の

所
在
地
国
内
外
に
出
資
し
て
い
る
孫
会
社
に
対
し
本
邦
企
業
か
ら
も
当
該
孫
会
社
に
出
資
し
て
い
る
ケ

l

ス
で
、
累
乗
合

算
し
て
五
O
パ
ー
セ
ン
ト
超
の
出
資
比
率
と
な
る
孫
会
社
の
数
（
図
2

）
、
及
び
＠
本
邦
企
業
か
ら
出
資
し
て
い
る
在
外

子
会
社
が
そ
の
所
在
地
国
内
外
に
出
資
し
て
い
る
孫
会
社
に
出
資
し
て
い
る
ケ
l

ス
で
、
累
乗
し
て
五
O
パ
ー
セ
ン
ト
超

の
出
資
比
率
と
な
る
孫
会
社
の
数
（
図
3

）
で
あ
る
．

II 
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〔図 1 〕

〔図 3 〕

(×(>50% 

〔図 2 〕

四

海
外
子
会
社
に
よ
る
投
資
の
付
保
適
格

海外子会社による再投資の法律問題（槙井）

ア

リ

カ

1 

メ

、
‘
．
，
，

’
EE
& 

( 

一
般
的
な
子
会
社

ア
メ
リ
カ
で
は
、
国
籍
問
題
に
関
し
て
は
、
協
定
、
法
律
、
施
行
規
則
の
組
合
せ
に
よ
っ
て
処
理
し
て
い
る
。

て
は
、

一
般
的
な
原
則
と
し

ア
メ
リ
カ
は
投
資
保
証
制
度
の
確
立
の
た
め
に
投
資
受
入
れ
国
と
の
間
で
二
国
間
投
資
保
証
協
定
を
締
結
し
て
き
て
い
り
列
。
投

資
受
入
れ
国
が
承
認
す
る
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
投
資
そ
れ
ぞ
れ
に
求
償
代
位
権
の
行
使
を
こ
の
「
ア
ン
プ
レ
ラ
」
協
定
に
お
い
て
合
意
し

た
場
合
に
、
保
険
者
た
る
海
外
民
間
投
資
公
社
（

0
4
0
5
g
甲
山4
9
2
Hロ4
2
5
E
C
耳
切
。g立
o
p
o
p
－
C
）
が
被
保
険
者
に
保
険
金
を

支
払
っ
た
後
に
求
償
代
位
権
を
主
張
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ら
投
資
保
証
協
定
で
特
に
規
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
の
で
あ
り
、

パ
ル
セ
ロ
ナ
・
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
国
号O
O
Z
E
P
9
0
2
8

）
札
犯
で
確
立
さ
れ
た
よ
う
な
国
際
法
原
則
に
よ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
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こ
の
二
国
間
協
定
は
、
ア
メ
リ
カ
国
民
が
行
な
う
海
外
投
資
に
対
し
て
協
定
の
範
囲
を
限
定
す
る
よ
う
な
規
定
は
何
ら
設
け
て
い
な



い
。
実
際
に
、
こ
の
こ
と
は
、
ご
く
限
ら
れ
た
要
件
は
あ
る
も
の
の
、

ア
メ
リ
カ
国
民
で
な
い
構
成
体
を
含
む
「
適
格
投
資
者
」

112 

（
。
ロ
向
日
目
｝
目
。
日
ロ

4
0
m
A
u
。
吋
）の
法
律
上
の
定
義
に
も
一
致
し
て
い
る
。

対
外
援
助
法
第
二
三
八
条
例
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、「

H

適
格
投
資
者
μ
と
は
、

ω

ア
メ
リ
カ
市
民
、
ω

ア
メ
リ
カ
又
は
そ
の
州
若
し
く
は
領
域
の
法
令
に
基
づ
い
て
設
立

さ
れ
か
つ
ア
メ
リ
カ
市
民
に
よ
っ
て
実
質
的
に
受
益
的
に
所
有
さ
れ
る
会
社
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
又
は
そ
の
他
社
団
並
び

(3) 

か
か
る
一
又
は
そ
れ
以
上
の
ア
メ
リ
カ
市
民
、
会
社
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
又
は
社
団
に
よ
っ
て
完
全
に
所
有
さ
れ

た
外
国
会
社
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
又
は
そ
の
他
社
団
を
い
う
。
た
だ
し
、
か
か
る
外
国
会
社
の
適
格
性
は
、
ア
メ
リ
カ
人

所
有
者
以
外
の
者
が
所
有
す
る
発
行
済
か
つ
引
受
済
資
本
の
合
計
が
そ
の
総
額
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
あ
れ
ば
、
他
の
い

ず
れ
の
株
式
に
も
係
り
な
く
、
決
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
貸
付
投
資
の
場
合
に
は
、
適
格
性
の
最
終
決
定
は
保
険
乃
至
保
証

が
引
き
受
け
ら
れ
る
時
点
と
同
時
に
請
求
が
生
じ
る
時
点
に
お
い
て
も
適
格
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

外
国
会
社
が
投
資
保
険
上
適
格
投
資
者
で
あ
る
た
め
に
国
際
開
発
局
（
〉
肉
8
0
υよ
号

F
Z
自
主

g
p
H
ロ
0
4
$
8
5
8
7
A
I
D、
現
在
は

o
p
I
C

が
業
務
を
継
承
）
の
規
程
が
求
め
て
い
る
点
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

ア
メ
リ
カ
市
民
又
は
ア
メ
リ
カ
法
若
し
く

は
州
法
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
か
つ
ア
メ
リ
カ
市
民
に
よ
っ
て
実
効
的
に
支
配
さ
れ
て
い
る
会
社
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
若
し
く
は
そ

の
他
社
団
に
よ
っ
て
完
全
に
所
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
当
該
外
国
会
社
が
例
ア
メ
リ
カ
市
民
に
よ
っ
て
実
質
的
に
受
益
的

れに
ば所
な有
らさ
な（れ
い~て

し、

る
か
又
は
(b) 

清
算
に
基
づ
い
て
ア
メ
リ
カ
市
民
は
分
配
さ
れ
る
資
産
が
そ
の
五
O
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
い
な
け

の
意
味
内
容
は
規
程
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
、
各
ク

ラ
ス
の
発
行
済
社
外
株
式
の
五
O
パ
ー
セ
ン
ト
超
が
ア
メ
リ
カ
市
民
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
要
す
る
。
か
か
る
外
国
会
社

実
質
的
に
受
益
的
に
所
有
（
B
E
g

ま

ξ
z
s
E

色
句
。
s
a

）



が
自
然
人
よ
り
も
ア
メ
リ
カ
法
人
に
よ
っ
て
完
全
に
所
有
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
保
険
約
款
第
二
・
O
一
条
の
次
の
規
定
が
適
用
さ

海外子会社による再投資の法律問題（棲井）

れ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
本
条
の
目
的
上
、
投
資
者
は
、

の
、
又
は
投
資
者
が
会
社
で
な
い
場
合
に
は
投
資
者
に
お
け
る
総
権
益
の
五O
パ
ー
セ
ン
ト
超
の
、
受
益
的
所
有
者
で
あ
る

ア
メ
リ
カ
市
民
で
あ
る
自
然
人
が
投
資
者
の
各
ク
ラ
ス
の
株
式
の
五
O
パ
ー
セ
ン
ト
超

と
き
は
、

か
か
る
者
に
よ
っ
て
実
質
的
に
受
益
的
に
所
有
さ
れ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
或
る
構
成
体
の
受
益

的
所
有
は
、
そ
こ
に
お
け
る
受
益
的
権
利
の
最
終
所
有
者
で
あ
る
自
然
人
に
対
し
て
、
中
間
所
有
者
を
通
じ
遡
っ
て
決
定
さ

れ
る
も
の
と
す
る
」
。

アメリカ対外援助法上の付保（ 1)図 7

こ
の
規
定
は
、

ア
メ
リ
カ
法
人
投
資
者
に
対
し
て
も
適
用
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
投

資
保
険
を
引
き
受
け
る
前
に
少
な
く
と
も
五
一
バ
1

セ
ン
ト
を
ア
メ
リ
カ
市
民
が
所
有

(7v 

し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

右
の
約
款
等
の
規
定
は
、

ア
メ
リ
カ
人
投
資
者
に
よ
る
外
国
会
社
の
所
有
が
間
接
に

存
在
し
得
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
外
国
会
社
は
、
ア
メ
リ
カ

人
投
資
者
が
完
全
に
所
有
し
て
い
る
他
の
外
国
会
社
｜
｜
何
れ
の
国
で
設
立
さ
れ
た
か

を
問
わ
な
い
ー
ー
に
完
全
に
所
有
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
適
格
投
資
者
と
な
り
得
る
。

こ
の
よ
う
に
、

ア
メ
リ
カ
は
、
会
社
設
立
地
よ
り
も
ア
メ
リ
カ
人
投
資
者
の
出
資
比
率

を
重
視
す
る
の
で
あ
る
。

以
上

一
般
的
な
形
で
設
立
さ
れ
る
子
会
社
に
よ
る
投
資
が
適
格
投
資
と
し
て
認
め

ア
メ
リ
カ
市
民
が
五
O
パ
ー
セ
ン
ト
超
の
発
行
済
社
外
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ら
れ
る
た
め
の
条
件
は
、
①



株
式
を
保
有
す
る
ア
メ
リ
カ
法
人
た
る
親
会
社
が
外
国
で
発
行
済
か
つ
引
受
済
資
本
の
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
保
有
す
る
子
会
社
に

よ
る
投
資
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
外
交
的
保
護
権
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
右
の
よ
う
な
孫
会
社
に
対
す
る
権
利
侵
害
に
対
し
て
、
ど
の
114 

よ
う
な
条
件
が
備
わ
れ
ば
ア
メ
リ
カ
は
外
交
的
保
護
権
の
当
事
者
適
格
を
有
す
る
か
と
い
う
問
題
は
重
要
で
あ
る
。

(2) 

軽
課
税
国
の
子
会
社

い
わ
ゆ
る
軽
課
税
国
乃
至
課
税
待
避
国
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
の
子
会
社
が
設
立
さ
れ
た
場
合
に
、
か
か
る
在
外
子
会
社
は
適
格
投
資

者
た
り
得
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
o
p
I
C

は
、
ア
メ
リ
カ
の
会
社
に
よ
る
投
資
ニ
I

ズ
に
投
資
保
険
制
度
を
合
致
さ
せ
る
べ
き

で
あ
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
お
り
、

し
た
が
っ
て
新
し
い
規
制
を
加
え
る
こ
と
に
は
反
対
し
て
い
る
。
保
険
の
引
受
け
に
は
柔
軟
性

が
必
要
で
あ
る
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
の
で
、
法
規
の
変
更
は
望
ま
し
く
な
い
。
結
局
、
O
P
I
C

と
し
て
は
、

何
ら
か
の
脱
税
を
改
め
さ
せ
る
よ
う
に
適
格
性
基
準
に
関
し
て
立
法
・
行
政
上
の
変
更
を
提
案
す
る
こ
と
は
不
適
当
で
あ
り
、
そ
の
よ

う
な
目
的
を
達
す
る
こ
と
を
望
む
の
で
あ
れ
ば
一
般
に
適
用
さ
れ
る
租
税
立
法
を
通
じ
て
行
な
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
の
結
論
に
達

し
た
。
財
務
省
と
し
て
も
、
そ
の
立
場
か
ら
、

O
P
I
C

の
実
務
処
理
を
「
不
適
当
な
優
遇
措
置
と
か
課
税
回
避
と
い
う
よ
う
な
意
味

を
も
っ
」
と
は
考
え
て
い
な
い
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
理
由
は
、
発
展
途
上
国
向
け
投
資
を
仲
介
的
な
子
会
社
を
通
じ
て
保
有
さ

せ
る
に
は
そ
れ
な
り
に
多
く
の
正
当
な
配
慮
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

(3) 

多
国
籍
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

国
籍
を
異
に
す
る
複
数
の
投
資
者
が
何
れ
か
の
国
で
持
株
会
社
を
設
立
し
、
そ
の
持
株
会
社
が
実
体
的
な
投
資
を
所
有
し
支
配
す
る

と
き
は
、
そ
の
持
株
会
社
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
人
投
資
者
の
被
保
険
者
適
格
は
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
生
ず
る
。

こ
の
点
に
関
連
を
有
す
る
規
定
は
、
一
九
六
九
年
に
改
正
さ
れ
た
対
外
援
助
法
第
二
三
四
条
例
ω
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
低
開
発
友
好
国
乃
至
地
域
へ
の
主
要
な
民
間
投
資
が
多
国
籍
的
な
参
加
に
よ
る
企
業
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
し
ば



海外子会社による再投資の法樟問題（棲井）

か
か
る
投
資
に
対
す
る
投
資
保
険
に
基
づ
い
て
引
き
受
け

し
ば
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
公
社
（
O
P
I
c

－
－

B筆
者
注
）
は

又
は
多
国
間
機
構
と
の

た
債
務
を
分
担
す
る
た
め
に
、
外
国
政
府
（
公
社
、
関
係
機
関
若
し
く
は
そ
の
行
政
下
部
組
織
を
含
む
）

者
に
対
し
て
保
険
を
引
き
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

間
で
取
決
め
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
に
関
連
さ
せ
て
、
こ
れ
に
基
づ
く
他
は
適
格
性
取
得
の
方
法
を
有
し
な
い
投
資

た
だ
し
、
本
項
の
権
限
に
基
づ
い
て
公
社
が
引
き
受
け
る
債
務
は
、
本

篇
（
第
四
篇
、
海
外
民
間
投
資
公
社
｜
｜
？
筆
者
注
）
の
目
的
に
合
致
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か
く
し
て
引
き
受
け
た
債

アメリカ対外援助法上の付保（2)図 8

外
国
B

アメリカ人投資者の付保適格分は、

70%ﾗ60%=42% 

務
の
最
高
分
担
分
は
当
然
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
用
資
金
調
達
総
額
に
お

い
て
適
格
投
資
者
に
よ
る
参
加
比
率
分
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
」
。

こ
の
規
定
に
基
づ
け
ば
、
持
株
会
社
が
前
記
の
よ
う
な
「
適
格
投
資
者
」
で

な
い
と
し
て
も
危
険
分
担
取
決
め
が
あ
る
場
合
に
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
直
接

に
持
株
会
社
に
対
し
て
一
定
の
カ
バ
レ
ッ
ジ
を
付
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
カ
バ
レ
ッ
ジ
は
、
当
該
投
資
に
お
け
る
ア

メ
リ
カ
人
投
資
家
の
出
資
分
比
率
に
対
し
て
の
み
有
効
性
が
限
定
さ
れ
る

（
図8

）
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
前
提
は
、
多
国
籍
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
参
加

す
る
他
国
の
投
資
者
の
母
国
が
投
資
保
険
制
度
を
有
し
て
お
り

か
つ
分
担

取
決
め
締
結
の
意
思
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（l
）
詳
し
く
は
、
桜
井
雅
夫
『
国
際
経
済
法
研
究
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
七
七
年
、

二
一
章
。
桜
井
雅
夫
『
国
際
経
済
法
の
基
本
問
題
』
慶
醸
通
信
、
一
九
八
三
年
、
三
部
。

（2
）
冨
$
晶
a

・
m

・
－J
4
2
2
0
5ロ
許
可
えg
弓
O
吋
$
0
2
2
四
件5
3

け
d
昆
恒
三
回
4
8

仲
田
g
q
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相
官M
g
－P
ロ
－q
E田
口
｝
6
5
0

一
F
O
吋
冊
目
。
4
P
回
目
。
。
同
開
E

・8

目
。
ロm
V
4
5
0件目
。
ロ
－

w

．
み
さ
ミ
・
”
、
－
D
H
L
F
F
F
・
－
ぐEo－
－o
m・
5
J
1「
同y
m
ω印
・

H
g
H
w
a－
－5
2
・
。
・
？
白
一
回8
・
5
8

・
匂
・
品
l

日
・
甲
山
向
型
国
・
当
・
＼
切
。
吋
－

O
O
Z
E
P
2
2
0
ロ
一
F
O
E
－
師

H
9
3忌
丘
団
。
同
町E
S
w・
－h
h
H
F
J
1
0
H

・
a
・

巴
戸
・
0
・
ω
N斗l
自
・
皆
川
洗
編
『
国
際
法
判
例
集
』
有
信
堂
、
一
九
七
五
年
、
五
一
O
、
五
九
四
頁
。
田
畑
茂
二
郎
編
『
ケl
ス
ブ
ッ
ク
国
際
法
』
有
信
堂
、
一
九
七
二

年
、
一
七
回
頁
（
川
岸
繁
雄
担
当
）
。
宮
崎
繁
樹
編
『
基
本
判
例
双
書
国
際
法
』
同
文
館
、
一
九
八
一
年
、
二
八
六
頁
（
平
覚
担
当
）
。
小
田
滋
・
石
本
泰
雄
編
『
解
説

条
約
集
』
三
省
堂
、
一
九
八
三
年
、
五
七
三
頁
（
岡
村
亮
担
当
）
。
内
田
久
司
・
山
本
草
二
編
『
国
際
法
を
学
ぶ
』
有
斐
閣
、
一
九
七
五
年
、
三
六
頁
（
内
田
担
当
）
。

（3
）
「
所
有
す
る
」
と
い
う
文
言
は
、
対
外
援
助
法
が
一
九
七
一
年
に
改
正
さ
れ
る
ま
で
は
、
「
所
有
す
る
こ
と
を
法
に
よ
っ
て
要
請
さ
れ
る
」
と
い
う
文
言
に
な
っ
て

い
た

（4
）
〉
口
）
＼M
M
H
H
H
H
M
M
O

ロ
ロ
匂H・
y
。
a
－
M
・
5
0
∞
一
冨O
定
的m
w
p由
同u－
n
p
・
M
y
m
ω
ω
・

（5
）
k
p
H
U＼
同M
H
O
H
H
H
V

。
－u
uコ
号
。
4
0
u
冨
伯
仲N
向
。
一
吋
・03・
q
p
・
M
M－
m
ω
0・

（6
）
冨
得
。
P
H
－
p
g
白
怖
さ
臨
時
H
H
h
a
g苦
言
明
言
宮
な

3
9
H
叫o
s
a
N
N
O
S
－
口
。v
Z
担
当
－
F
Z
・
吋
・
・
0
ロ
－

S
E

－
Y
巴
吋
0
・
M
M・
8
・

（7
）
一
九
五
四
年
相
互
安
全
保
障
法
で
五
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
基
準
と
す
る
よ
う
に
改
正
さ
れ
る
ま
で
は
、
基
準
は
八
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
桜
井
『
国
際
経
済
法

の
基
本
問
題
』
、
二
ハ
一
一
貝
。

（8
）
冨
向
。
P

さ
・
0
内
科4
0
・
勾
・

（9
）
m
巴
N
E
B

－
同
・
・
〉
ロ
江
口
問
司
一
可
申
四
日
仏

O
E
a

。
目
白
山
口
出
h
H
F
E
s
a
h
q
p

丘
町
ミ
宮
さ
足
。
噌
S
O
S

－

q
s
h
H鳴門
出
足
。
な
師
、
0
3

会
誌
、
丸
公
回
、
・
同
S

ミ
ξ
F
久
司
、
情
判
官

ぬ
同
事
伊
8

さ
き
定
時
四
C
S

足
一
色
料
言
。
又
喜
三
円
リ
ロ
ミ
ミ
円
乱
含
尊
師
－

H
H
F－
ぬ
h
a
a
H司
会
遣
さ
詮
S
O
S

』
可
申
志
向
h判
事
N
N品
目
。
忠
0
2

・
8
E
C
o

ロ
？
同
国
仲
m
g
田
－
－c
o
g
s－
市
ユ
巳
－

M
V
A
F

・
ω
・
伊
仲
品
。
一
戸
（
］

E
J
B）

（
日
）
冨
∞g
p
o
w

－
町
内
科
・
・
同

v・
g
・

（
日
）
宮
、
お
l
ω
8・
M
M
d
m
c
m
s
－
M
H官
官
）
（
N
）
・
次
の
資
料
も
参
照
。
ロ
－m・
出
。g
o
m
与
g
g
S
5
0
0
。
ロ
句
。g

目
的
ロ
。
宮E
江
S
F

同
S
1
8
匂
曲
芸
」
6
3
e
s

言
及
的H
a
s－

a
ミ
ミ
円
相
な
乱
。
匂
明
言
内

8
3

育
毛
主
a
s
s

－P
『

H
b
3
・
】M
nユ

M
・
切
－
H∞N
G
l
N
吋
・

2 

カ

ナ

!Jl 

一
九
六
九
年
輸
出
開
発
法
第
三
五
条
に
よ
る
と
、
輸
出
開
発
公
社
（
回M宮
ユ
ロ
2
忠
告
E
E
C

号
宮
E
S
P
E
D
C

）
は
、
一
定
の
条
件
の

も
と
に
投
資
者
の
子
会
社
に
よ
る
外
国
投
資
は
、
当
該
投
資
者
に
よ
る
外
国
投
資
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
旨
、
投
資
者
に
合
意
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
子
会
社
（
E
Z
E

号
匂
）
と
は
、
投
資
者
が
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
議
決
権
株
式
の
五O
パ
l

セ
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ン
ト
を
保
有
し
て
い
る
も
の
を
指
し
て
い
た

σ

一
九
七
四
年
法
に
よ
る
改
正
で
．
こ
の
投
資
者
に
よ
る
子
会
社
の
定

し
か
し
な
が
ら

義
が
削
除
さ
れ
た
。
新
法
は
、
投
資
者
が
権
益
を
保
有
す
る
会
社
に
よ
る
投
資
は
、
当
該
会
社
の
中
の
投
資
者
の
権
益
に
比
例
し
て
付

保
対
象
の
投
資
と
す
る
こ
と
に
E
D
C

が
合
意
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
三
五
条
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

「
第
三
五
条
（l
）

公
社
（
E
D
e

－
－
筆
者
注
）
は
、
：
：
：
保
険
契
約
を
締
結
す
る
に
当
た
っ
て
、
投
資
者
が
議
決
権
株
式

を
所
有
す
る
会
社
に
よ
る
外
国
へ
の
投
資
は
、
投
資
者
に
よ
る
外
国
へ
の
投
資
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
旨
投
資
者
と
合
意

す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
公
社
は
次
の
比
率
よ
り
も
大
き
な
比
率
の
投
資
の
保
険
を
引
き
受
け
る
契
約
を
締
結
し
て
は
な

ら
な
い
。

(a) 

会
社
の
発
行
済
公
募
株
式
に
付
随
す
る
議
決
権
で
あ
っ
て
投
資
家
が
直
接
又
は
間
接
に
所
有
す
る
議
決
権
株
式
に
関

し
て
票
決
す
る
資
格
を
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
数
が

海外子会社による再投資の法律問題（棲井）

仏）

会
社
の
発
行
済
公
募
株
式
に
付
随
す
る
議
決
権
の
総
数
、

に
対
す
る
比
率
。

(2
) 

本
条
に
お
い
て
、
「
議
決
権
株
式
」
と
は
、
本
条
に
従
っ
て
保
険
契
約
が
締
結
さ
れ
た
日
に
あ
ら
ゆ
る
状
況
の
も
と

で
議
決
権
を
行
使
す
る
会
社
の
株
式
を
い
う
」
。

右
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
カ
ナ
ダ
人
た
る
投
資
者
が
外
国
A
に
在
る
子
会
社
に
お
い
て
議
決
権
六
O
パ
ー
セ
ン
ト
を
有
し
、
当

該
子
会
社
が
外
国
B

に
在
る
孫
会
社
に
お
い
て
議
決
権
七
O
パ
ー
セ
ン
ト
を
有
し
て
い
る
場
合
に
は
、
E
D
C

と
の
合
意
の
対
象
と
な

る
付
保
適
格
分
は
、
七
O
V
A
×
六
O
%
H
四
二
%
で
あ
る

六
九
年
法
に
基
づ
く
子
会
社
、

又
は
七
四
年
法
に
基
づ
い
て
投
資
者
が
議
決
権
を
有
す
る
会
社
は
、
θ
カ
ナ
ダ
法
人
、
②
第
三
国
で

117 

設
立
さ
れ
た
法
人
、
⑤
受
入
れ
国
で
設
立
さ
れ
た
法
人
、

の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。



六
七
年
法
の
規
定
か
ら
す
る
と
、
二
つ
の
問
題
が
生
じ
て
い
た
。
第
一
は
、
か
り
に
投
資
者
の
子
会
社
の
資
格
を
有
す
る
会
社
が
発

118 

展
途
上
国
に
投
資
を
行
な
っ
た
と
き
は
、
た
と
え
投
資
の
一
部
が
カ
ナ
ダ
に
無
関
係
の
人
又
は
構
成
体
（
受
入
れ
国
政
府
の
機
関
を
も
含
む
）

に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
て
い
て
も
投
資
全
部
が
付
保
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
だ
と
、

た
と
え
ば
カ
ナ
ダ
で
事
業
そ
の
他
の
活
動
を
行
な
う
者

が
イ
ギ
リ
ス
法
人
（
子
会
社
）
で
五
O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
議
決
権
株
式
を
所
有
し
、
そ
の
イ
ギ
リ
ス
法
人
が
五
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
範
囲

で
出
資
し
、
発
展
途
上
国
の
会
社
乃
至
政
府
が
四
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
範
囲
で
出
資
し
て
孫
会
社
を
設
立
し
た
と
す
る
。
こ
の
場
合
、五

一
パ
ー
セ
ン
ト
全
部
が
E
D
C

に
付
保
可
能
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
到
底
立
法
者
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。

第
二
の
法
律
上
の
問
題
点
は
、
逆
に
受
入
れ
国
に
お
け
る
投
資
権
益
が
五
O
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
あ
れ
ば
、
そ
の
投
資
の
い
か
な
る

部
分
も
E
D
C

で
は
付
保
の
対
象
と
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
合
弁
事
業
の
場
合
に
は
、
そ
れ
が

発
展
途
上
国
政
府
に
と
っ
て
政
策
的
に
も
っ
と
も
受
け
入
れ
や
す
い
事
業
形
態
で
あ
り
、
居
住
者
パ
ー
ト
ナ
ー
が
提
供
す
る
現
地
の
資

本
と
知
識
が
カ
ナ
ダ
の
資
本
、
技
術
そ
し
て
場
合
に
よ
っ
て
は
経
営
技
術
と
結
び
つ
く
こ
と
に
な
る
。
受
入
れ
国
政
府
は
、
現
地
パ
l

ト
ナ
ー
が
過
半
数
所
有
に
な
る
よ
う
主
張
す
る
こ
と
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
E
D
C

の
保
険
の
適
格
者
に
な
れ
る
よ
う
に
カ
ナ
ダ
側

の
過
半
数
所
有
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
カ
ナ
ダ
の
対
外
投
資
の
可
能
性
を
か
な
り
制
限
し
て
し
ま
う
。

E
D
C

が
カ
ナ
ダ
人
投
資
者
が
権
益
（
議
決
権
株
式
）
を
保
有
す
る
会
社
に
よ
る

投
資
を
、
当
該
会
社
に
お
け
る
当
該
投
資
者
の
権
益
の
比
率
の
範
囲
で
付
保
可
能
投
資
と
し
て
取
り
扱
う
旨
、
当
該
投
資
者
に
合
意
す

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
難
聞
は
、
七
四
年
法
に
よ
っ
て
除
か
れ
、

（1
）
回
一
週O
ユ
ロ
0
4
叩
－8
g
g

仲
〉
与
え
巴

S
・
ロ
l
H∞
回
目
印
刷9Z
S
F
o
・
s
・
m
g
Z
H
o
m
a
c
g包
伊
g
u

〔H
S
∞l
E
g
u・

（2
）
冨
o
g
p

さ
・
町
内
T
匂
－
H
N
M
l
N
ω

・



3 

ギ

リ

ス

イ

一
九
七
二
年
海
外
投
資
輸
出
保
証
法
に
よ
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
事
業
活
動
を
行
う
人
又
は
か
か
る
人
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て

い
る
会
社
は
、
投
資
保
険
制
度
の
も
と
で
付
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
投
資
者
の
適
格
性
の
技
術
的
な
資
格
づ
け
は
、

き
わ
め
て
自
由
で
あ
る
。

実
務
上
は
、

輸
出
信
用
保
証
局
（
回u
e。
ユ
♀
色
目
け
の
g
g

己
g
p

宮
司
g
g
y
E
C
G
D

）

し
か
し
な
が
ら
、

は
、
次
の
規
定
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

よ
り
明
確
な
イ
ギ
リ
ス
と
の
結
合
（
g
g
s
E

己
を
主
張
す
る
う
え
で
一
層
厳
し
い
態
度
を
と

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
仲
介
国
に
あ
る
子
会
社
を
通
じ
て
投
資
す
る
イ
ギ
リ
ス
設
立
の
会
社
は
、
そ
の
投
資
が
受
入
れ
国
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
人

海外子会社による再投資の法律問題（棲井）

投
資
と
し
て
確
認
し
得
る
の
で
あ
れ
ば
、
基
本
的
に
は
保
険
に
適
格
性
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
通
常
、
仲
介
会
社
が
事
業

を
行
わ
な
い
子
会
社
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
」
。

（1
）
。
2
2
8

田

H
E
g
g
g

骨
S

仏
国
一
週
。
吋
廿
C
g
g
仲
間0
8
k
p
S
H匂
吋N・
5
斗N
n
・
品
0・

（2
）
冨
o
g
p
o
w
－
町
内F
M
M－
H皆
l
ω
ω・

4 

日

本

輸
出
保
険
法
の
も
と
で
の
投
資
保
険
制
度
で
は
、
わ
が
国
投
資
者
が
或
る
仲
介
国
に
投
資
を
行
い
、
当
該
現
地
法
人
が
そ
の
資
金
を

以
て
他
の
国
で
の
事
業
活
動
を
目
的
と
し
た
べ
つ
の
投
資
を
行
う
と
き
は
、
わ
が
国
投
資
者
が
当
該
仲
介
国
に
対
し
て
行
っ
た
投
資
そ

の
も
の
を
付
保
の
対
象
と
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
当
該
地
の
投
資
に
つ
い
て
損
失
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
、
当
該
現
地
法
人
に
つ
い
119 

て
約
款
上
の
事
故
事
由
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
填
補
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
地
の
投
資
の
リ
九
グ
の
一
部
を
間
接
的
に
カ



外
国
B

わが国輸出保険法上の付保

ハ
ー
す
る
こ
と
と
な
る
（
図9
1

120 

図 9

日

（1
）
投
資
保
険
制
度
全
般
に
つ
い
て
は
、
桜
井
雅
夫
『
国
際
経
済
法
研
究
ヘ
一
二
八
頁
以
下
。
そ
の
後
の
諸
改
正
に
つ
い

て
は
、
向
『
危
な
い
国
の
研
究
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
八

O
年
、
五
章
及
び
同
『
カ
ン
ト
リ
ー
・
リ
ス
ク
』
有
斐
閣
、

一
九
八
二
年
、
五
章
。

5 

そ
の
他
の
諸
国

ア
メ
リ
カ
、

カ
ナ
ダ
及
び
イ
ギ
リ
ス
を
除
く
他
の
先
進
諸
国
が
自
国
会
社
の
在
外
子
会
社
を
自
国
の

投
資
適
格
者
と
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
十
分
に
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
少
な
く
と
も
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
・
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
事
件
判
決
直
後
に
調
査
さ
れ
た
結
果
で
は
、
次
の
点
だ
け
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
ス
イ
ス
が
認
め
て
い
る
。
オ

ま
ず
第
一
に
、
投
資
者
が
外
国
で
設
立
し
た
持
株
会
社
の
適
格
性
に
関
し
て
は
、

ス
ト
ラ
リ
ア
の
場
合
は
、
投
資
者
が
自
己
の
権
利
を
享
受
し
遂
行
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
れ
ば
適
格
性
を
認
め
て
い
る
が
、
案
件
夫
々

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
殆
ど
事
例
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。

を
是
々
非
々
の
立
場
で
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る

ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
不
明
確
で
あ
る
（
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ

他
方
、
適
格
性
を
認
め
な
い
の
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
及
び
西
ド
イ
ツ
で
あ
り

及
び
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
関
し
て
は
、
デ
ー
タ
が
な
い
）
。

第
二
に
、
多
国
籍
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
関
し
て
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
西
ド
イ
ツ
、ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ
l

デ

γ
が
い
ず
れ
も
自
国
民
の
投
資
分
に
関
し
て
の
み
適
格
投
資
と
し
て
認
め
て
い
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
と
西
ド
イ
ツ
の
共
通
点
は
、
第
三
国

に
あ
る
中
問
機
構
を
通
じ
て
保
有
す
る
と
適
格
性
を
認
め
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
オ
ラ
ン
ダ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
イ
ス
に
つ
い
て
は
デ



<1v

l

タ
が
な
い
）
。

(1
) 

以
上
は
、
主
と
し
て
冨
$
N
m
o
F岳－
n
p
・
。
・
忠N
I
B－

五

今
後
の
検
討
課
題

以
上
の
よ
う
に
、
孫
会
社
投
資
に
対
し
て
発
生
す
る
非
常
危
険
等
の
処
理
に
関
し
て
は
、
投
資
母
国
の
投
資
保
険
制
度
を
中
心
と
し

て
み
た
だ
け
で
も
、
問
題
は
複
雑
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
さ
ら
に
一
般
国
際
法
の
諸
原
則
等
に
対
す
る
投
資
母
国
た
る
わ
が

国
及
び
受
入
れ
国
の
態
度
、
並
び
に
受
入
れ
国
の
国
内
法
規
定
を
絡
め
て
考
え
る
と
、
解
決
の
容
易
な
ら
ざ
る
問
題
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。

海
外
事
業
活
動
の
実
体
面
を
捨
象
し
て
専
ら
現
存
の
法
に
よ
っ
て
の
み
現
象
を
観
察
し
問
題
を
処
理
す
る
こ
と
は
比
較
的
容
易
で
あ

海外子会社による再投資の法律問題（棲井）

り
、
ま
た
そ
の
方
が
明
快
で
あ
る
と
い
う
立
場
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
他
方
で
は
、
国
際
経
済
、
海
外
事
業
活
動
が
余
り
に
も
早

く
先
行
し
て
い
る
今
日
、
旧
来
の
諸
法
に
よ
っ
て
問
題
を
処
理
す
る
こ
と
に
疑
問
を
呈
す
る
立
場
も
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
を
考
え
な
が
ら
、
わ
が
国
企
業
の
孫
会
社
投
資
に
発
生
す
べ
き
非
常
危
険
等
の
処
理
に

関
し
て
今
後
検
討
さ
れ
る
べ
き
具
体
的
課
題
を
列
挙
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

) 
1
A
 

( 

投
資
者
・
被
保
険
者
の
立
場

孫
会
社
に
対
す
る
権
利
侵
害
、

し
た
が
っ
て
孫
会
社
へ
の
投
資
者
た
る
子
会
社
に
対
す
る
権
利
侵
害
に
関
し
て
、
わ
が
国
の
外

a 
交
的
保
護
権
の
行
使
を
要
請
し
得
る
か
。

b 

孫
会
社
へ
の
投
資
に
関
し
て
、
親
会
社
若
し
く
は
子
会
社
を
付
保
適
格
投
資
者
と
し
て
認
め
る
よ
う
、
又
は
孫
会
社
へ
の
投
資
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を
付
保
適
格
投
資
と
し
て
認
め
る
よ
う
、
要
請
し
得
る
か
。



c 

そ
の
場
合
、
わ
が
国
の
外
国
為
替
管
理
法
、
税
法
、
連
結
財
務
原
則
等
の
上
で
の
親
会
社
、
子
会
社
、
孫
会
社
及
び
関
連
会
社

の
概
念
整
理
並
び
に
受
入
れ
国
の
国
内
法
諸
規
定
と
の
関
連
を
企
業
経
営
上
及
び
対
政
府
上
ど
う
処
理
す
る
か
。
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(2) 

わ
が
国
政
府
・
保
険
者
の
立
場

a 

外
交
的
保
護
権
に
関
し
、
親
会
社
、
子
会
社
及
び
孫
会
社
の
聞
に
ど
の
よ
う
な
法
的
連
闘
が
確
認
で
き
れ
ば
、
外
交
的
保
護

権
を
行
使
し
得
る
か
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
検
討
す
べ
き
主
な
事
項
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

〔
一
般
国
際
法
原
則
〕
と
く
に
、
圏
内
救
済
完
了
、
裁
判
拒
否
、
カ
ル
ポ
原
則
に
対
す
る
発
展
途
上
国
の
態
度
。

と
く
に
、
外
交
的
保
護
権
を
放
棄
さ
せ
る
規
定
（
例
え
ば
、
世
銀
投
資
紛
争
解
決
条
約
二
七
条
）
。

〔
圏
内
法
〕
と
く
に
、
外
交
的
保
護
権
を
放
棄
さ
せ
る
規
定
（
例
え
ば
、
メ
キ
シ
コ
外
資
法
三
条
）
。

〔
判
例
〕
親
会
社
所
在
地
た
る
わ
が
国
の
国
際
法
上
の
当
事
者
適
格
、
い
わ
ゆ
る
な
ω
a
g

忌
に
関
す
る
こ
と
（
例
え
ば
、
バ

ル
セ
ロ
ナ
・
ド
ラ
グ
ジ
ョ
ン
事
件
）
及
び
わ
が
国
と
親
会
社
、
子
会
社
と
の
聞
の
真
正
連
関
（
向
。

E

宮
o
E
W

）

(4
) 

え
ば
、
（
ノ
ッ
テ
ボ
I

ム
）
Z
。
件
付
与O
V
E
事
件
）
。

〔
条
約
〕

に
関
す
る
こ
と
（
例

b 

求
償
代
位
権
に
関
し
、

輸
出
保
険
法
に
基
づ
く
海
外
投
資
保
険
約
款
二
四
条
に
よ
っ
て
政
府
が
取
得
す
べ
き
求
償
代
位
権
、
債
権
代
位
権
は
、
孫

会
社
投
資
分
の
一
部
又
は
全
部
に
関
し
て
直
接
に
そ
の
受
入
れ
国
政
府
に
対
し
て
行
使
さ
れ
得
る
か
。

) 
Hnu 

求
償
代
位
を
認
め
な
い
受
入
れ
国
に
ど
う
対
処
す
る
か
（
例
え
ば
、
ア
ン
デ
ス
共
通
外
資
規
則
五
一
条
に
基
づ
く
ポ
リ
ピ
ア
、
コ

ロ
ン
ビ
ア
、
エ
グ
ア
ド
ル
、
ベ
ル
l
及
び
ベ
ネ
ズ
ら
え
、
並
び
に
七
三
年
旧
外
資
法
に
基
づ
く
ア
ル
ゼ
ン
チ
ぺ
…
。

求
償
代
位
権
を
認
め
る
規
定
を
織
り
込
ん
だ
投
資
促
進
保
護
協
定
は
、
孫
会
社
所
在
地
固
と
の
聞
で
ど
の
程
度
ま
で
締
結

…m 
き
れ
得
る
か



海外子会社による再投資の法律問題（棲井）

以
上
の
基
本
的
課
題
と
の
関
連
で
、
当
然
に
以
下
の
事
項
を
検
討
す
る
こ
と
が
、
問
題
解
決
の
重
要
な
前
提
条
件
と
な
る
。

) 
’
B

ム

( 

孫
会
社
受
入
国
の
立
場

親
会
社
及
び
母
国
政
府
た
る
わ
が
国
が
、
会
社
間
及
び
母
国
と
投
資
者
と
の
間
の
デ
i
・
ツ
l
・
デ1
2
9
ヲ
ぎ
ム
ミ
）
の
コ
ン
タ
ク

ト
乃
至
ミ
ニ
マ
ム
・
コ
ン
タ
ク
ト
、
さ
ら
に
は
「
真
正
連
関
」
等
を
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
受
入
れ
国
は
孫
会
社
の

事
業
行
為
全
般
に
関
し
て
、
親
会
社
及
び
子
会
社
に
対
し
て
自
国
国
内
法
の
域
外
適
用
を
行
っ
た
り
、
裁
判
管
轄
権
を
強
め
易
く
な

る
こ
と
は
な
い
か
。

(2) 

子
会
社
受
入
れ
国
の
立
場

孫
会
社
は
、
わ
が
国
に
在
る
親
会
社
と
の
関
係
と
は
べ
つ
に
、
自
国
か
ら
み
て
子
会
社
に
当
た
る
と
判
断
し
た
場
合
、
自
国
の
子
会

社
た
る
孫
会
社
所
在
地
国
と
の
関
係
及
び
親
会
社
所
在
地
固
た
る
わ
が
国
と
の
関
係
を
．
と
う
処
理
す
る
か
。
子
会
社
た
る
孫
会
社
に

関
し
て
外
交
的
保
護
権
を
行
使
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
か
。

(3) 

子
会
社
の
立
場

孫
会
社
は
、
わ
が
国
に
在
る
親
会
社
と
の
関
係
と
は
べ
つ
に
、
自
社
か
ら
み
て
子
会
社
に
当
た
る
場
合
、
当
該
子
会
社
と
そ
の
所
在

地
国
と
の
法
的
関
係
は
、
親
会
社
と
わ
が
国
と
の
そ
れ
と
同
様
に
な
る
こ
と
が
あ
る
か
。
こ
の
場
合
、
当
該
子
会
社
と
「
真
正
連

関
」
を
有
す
る
国
は
複
数
存
在
し
得
る
か
。

以
上
挙
げ
た
課
題
は
そ
の
す
べ
て
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
も
の
で
も
な
い
し
、
ま
た
そ
の
夫
々
が
別
個
に
存
在
し
て
い
る
も
の
で
も
な

い
。
今
後
は
、
ま
ず
わ
が
国
海
外
事
業
活
動
に
お
け
る
孫
会
社
投
資
の
具
体
的
か
っ
正
確
な
事
実
を
収
集
・
整
備
し
、
次
に
そ
れ
に
基

づ
い
て
、
右
の
検
討
諸
課
題
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
と
く
に
発
展
途
上
国
向
け
孫
会
社
投
資
の
円
滑
化
と
そ
の
た
め
の
法
的
保
護
に
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つ
い
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
と
な
ろ
う
。
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）
池
田
文
雄
『
投
資
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争
解
決
法
の
研
究
』
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ジ
ア
経
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研
究
所
、
一
九
六
九
年
、
一
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八
、
二O
九
、
二
二
九
頁
。

（2
）
同
三
－
S
S
H
a
－
－
〈
。
H－
P
E
a

－
H｝
－
E
S

・
桜
井
雅
夫
『
メ
キ
シ
カ
ナ
イ
ゼ
！
シ
ョ
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』
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ジ
ア
経
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研
究
所
、
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九
七
五
年
、
五
七
頁
以
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（3
）
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2
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参
照
。

（4
）
H
P
H別
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・
呂
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・
匂
－K
H
I
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田
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、
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掲
書
、
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頁
（
小
川
芳
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担
当
）
。
高
野
雄
一
編
『
判
例
研
究
国
際
司
法
裁
判
所
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
五

年
、
四
四
O
頁
（
金
城
清
子
担
当
）
。
宮
崎
、
前
掲
書
、
一
O
O
頁
（
深
津
栄
一
担
当
）
。
小
回
・
石
本
、
前
掲
書
、
五
六
五
頁
（
金
東
勲
担
当
）
．

（5
）
同
三
－
r
q－
s
a

－
－
〈OH・
5
・
巴
3
・
M
V・
5
∞
・

（6
）
H
a
・
白
書
・
遠
足
・
・
〈
。
戸
店
・
巴
記
－

H
Y
H
H
斗
。
・

（7
）
わ
が
国
は
、
エ
ジ
プ
ト
及
び
ス
リ
ラ
γ

カ
と
締
結
し
て
い
る
。
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